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一
閃
し
た
小
林
園
夫
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩

—

「
て
め
え
」
と
「
あ
い
つ
」
と
「
俺
達
」

―

和

田

 

崇

一　

は
じ
め
に

―
研
究
の
動
機
と
目
的

　

一
九
三
〇
年
と
三
一
年
に
、
「K

obayashi
」
の
作
と
さ
れ
る
二
つ
の

詩
が
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
機
関
紙
『
ロ
ー
テ
・
フ
ァ
ー
ネ
（D

ie
 Rote

 

Fahne

）
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
「D

as  Verbotene
 Lied

（
禁
じ

ら
れ
た
歌
）
」
（K

obayashi  
1
9
3
0

）（
（
（

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
「D

er  H
ochofen

（
溶
鉱
炉
）
」
（K

obayashi  
1
9
3
1

）（
（
（

と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
、
「
共
産
党
」
と
結
び
付

く
「K

obayashi

」
と
い
え
ば
、
間
違
い
な
く
「
小
林
多
喜
二
」
の
名
が

第
一
に
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「K

obayashi

」
は
「T

.
 

K
obayashi

」
で
は
な
く
、
「S

.
 K

obayashi

」
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「S
.K

obayashi

」
と
は
、
詩
人
の
「
小
林
園
夫
」
の
こ
と
で
あ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
の
詩
は
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
作
者
自
身
に
つ
い
て
は
あ
る
時
期
ま
で
、
消
息
不
明
の
匿
名
詩
人
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
、
作
家
の
山
岸
一い

っ
し
ょ
う

章
の
尽
力
に
よ
り
、

小
林
園
夫
の
本
名
が
平
川
義
男
で
あ
り
、
著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
を
発

表
し
て
以
降
の
彼
の
生
涯
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
小
林
（
平
川
）
は
お
そ

ら
く
、
自
身
の
詩
が
ド
イ
ツ
の
権
威
あ
る
左
翼
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

事
実
を
知
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
去
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

粘
り
強
い
捜
索
の
末
、
ま
だ
存
命
だ
っ
た
小
林
（
平
川
）
と
会
う
こ
と

が
で
き
た
山
岸
は
、
そ
の
捜
索
過
程
を
報
告
し
た
記
事
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
小
林
（
平
川
）
の
死
後
に
彼
の
妻
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
転
載
し

て
い
る
。

一
人
に
な
っ
て
考
へ
て
み
ま
す
と
、
主
人
の
一
生
は
、
本
当
に
幸
薄

い
人
生
だ
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。
／　

若
い
時
は
、

子
供
を
育
て
る
の
に
一
生
県マ

マ

命
あ
く
せ
く
働
い
て
、
そ
れ
も
古
本

屋
で
終
り
ま
し
た
。
／　

可
哀
想
な
人
だ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
自
分

の
才
能
を
生
か
す
事
も
出
来
ず
、
時
代
の
圧
迫
に
お
さ
え
ら
れ
て
、
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立
派
な
社
会
的
な
仕
事
に
つ
く
事
も
出
来
ず
、
九
州
の
小
都
市
の
片

隅
で
小
さ
な
古
本
屋
で
終
り
ま
し
た
。
で
も
私
達
は
、
こ
れ
で
良
い

の
だ
と
あ
き
ら
め
の
生
活
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
子
供
達
だ
け
は

ま
と
も
な
生
活
が
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
居
り
ま
し
た
か
ら

（
（
（

。

　

鹿
児
島
の
旧
制
七
高
造
士
館
か
ら
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
エ
リ
ー

ト
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
倒
し
て
貧
し
い
人
た
ち
の
た
め
に
活
動
し
た

小
林
（
平
川
）
は
、
そ
の
傍
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
歴
史
に
名
を
刻
む

よ
う
な
作
品
を
発
表
し
た
。
一
方
で
、
何
度
も
警
察
に
捕
ま
っ
て
心
臓
脚

気
を
患
い
、
満
身
創
痍
で
故
郷
に
帰
っ
た
。
戦
後
は
五
人
の
子
供
を
育
て

な
が
ら
、
市
井
の
古
本
屋
主
人
と
し
て
貧
し
く
生
活
し
、
晩
年
は
酒
浸
り

だ
っ
た
ら
し
い
。
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
名
を
は
せ
、
決
し
て
裕

福
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
創
作
で
生
計
を
立
て
た
作
家
も
多
く

い
た
中
で
、
小
林
（
平
川
）
の
よ
う
な
不
遇
な
作
家
も
い
た
こ
と
を
私
た

ち
は
記
憶
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
の
動
機
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
小
林
園
夫
（
平

川
義
男
）
の
詩
の
再
評
価
を
試
み
た
い
。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
小
林
（
平
川
）
の
伝
記
的
事
実
を
掘
り
下
げ
て
詩
人
と
し
て
の
生
涯

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
小
林
の
詩
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
歴
史
に
再
定

位
し
な
が
ら
分
析
し
、
さ
ら
に
、
彼
の
詩
が
ド
イ
ツ
語
へ
翻
訳
さ
れ
た
意

義
を
考
察
し
て
い
く
。

二　

有
力
な
新
人
・
無
名
の
詩
人

　
　

―
小
林
園
夫
と
は
何
者
か
？

　

小
林
園
夫
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
一
巻
五
号

（
一
九
二
七
年
一
一
月
）
の
巻
頭
詩
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
は
標
題
の
横
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
末
尾
に
「
此
の
詩
の
作
者
は
姓
名
を
通
知
さ
れ
た
し

（
（
（

」
と
書
か
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
小
林
の
デ
ビ
ュ
ー
詩
は
雑
誌
に
匿
名
で
投
稿
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ど
こ
の
誰
が
書
い
た
か
わ
か
ら
な
い
そ
の
詩
を
、
中
野
重

治
や
鹿
地
亘
な
ど
の
若
手
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
中
心
と
し
た
新
進
気
鋭

の
雑
誌
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
は
掲
載
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

後
に
こ
れ
が
小
林
園
夫
な
る
人
物
の
書
い
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

彼
の
名
は
一
九
二
七
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
系
雑
誌

で
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
間
違
い
な
く
小

林
園
夫
は
小
林
多
喜
二
よ
り
有
名
な
「
小
林
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
反
響
を
示
す
よ
う
に
、
詩
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
は
、
初
出
と
同
月

に
刊
行
さ
れ
た
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
聯
盟
（
久
板
栄
二
郎
）
編
『
ロ

シ
ア
革
命
十
周
年
記
念　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
（
マ
ル
ク
ス
書
房
）
で
も

「
無
名
氏
」
の
作
と
し
て
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
、
同
詩
は
翌
年
の
『
一
九
二
八

年
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
（
マ
ル
ク
ス
書
房
）
で
も
巻
末
に
「
小
林
園
夫
」

の
作
と
し
て
再
録
さ
れ
た
。
小
寺
謙
吉
は
『
発
禁
詩
集
：
評
論
と
書
誌
』（
西

沢
書
店
、
一
九
七
七
年
）
で
、
こ
れ
ら
の
詩
集
に
小
林
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」

が
掲
載
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
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（
『
ロ
シ
ア
革
命
十
周
年
記
念　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
で
は
―
引
用

注
）
巻
頭
に
無
名
氏
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
と
い
う
威
勢
の
よ
い
詩

が
あ
り
、
こ
の
詩
が
ま
ず
こ
の
詩
集
を
代
表
す
る
か
に
見
え
る
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
詩
運
動
の
代
表
選
手
森
山
啓
や
中
野
重
治
よ
り
も
、
こ

こ
で
は
雑
駁
で
非
文
学
的
な
こ
の
詩
の
、
い
わ
ゆ
る
戦
闘
的
労
働

者
的
発
想
が
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
傾
向
を
伝
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
こ
の
翌
年
の
一
九
二
八
年
版
プ
ロ

詩
集
に
こ
の
詩
が
再
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
革
命
記
念
の

一
九
二
七
年
版
が
、
発
禁
に
な
っ
て
広
く
ゆ
き
わ
た
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
こ
の
小
林
園
夫
の
詩
が
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
を
代
表
す
る

と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
126
～

128
頁
）

　

拙
稿
『
小
林
園
夫
著
作
目
録

（
（
（

』
で
整
理
し
た
と
お
り
、
小
林
園
夫
の
詩

は
一
九
二
七
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
に
四
編

が
掲
載
さ
れ
、
『
無
産
者
新
聞
』
に
も
二
編
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々

に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（
（

。
ま
た
、
『
戦
旗
』
に
も
三
編
が
掲
載

さ
れ
、
た
と
え
ば
、
一
九
二
九
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
あ
い
つ

0

0

0

安
ん

ぜ
よ
」
は
、
目
次
で
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
作
家
セ
ラ
フ
ィ
モ
ビ
ッ
チ
と

後
に
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
を
牽
引
す
る
森
山
啓
の
間
に
掲
示
さ
れ
る

な
ど
、
小
林
は
当
時
の
代
表
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
と
な
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
小
林
園
夫
の
詩
は
、
一
九
二
九
年
六
月
号
の
『
戦
旗
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
出
発
」
を
最
後
に
、
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
姿
を
消
し

た
（
（
（

。
ま
さ
に
、
小
林
の
詩
は
一
九
二
七
年
か
ら
二
九
年
の
わ
ず
か
な
期
間

に
一
閃
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
詩
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
の
は
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
へ
の
弾
圧
が
解
か
れ
、
言
論
の
自
由
が
あ
る
程

度
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
戦
後
に
な
り
刊
行
さ
れ
た
詩
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
小
林
園
夫
の
詩
は
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ

ら
を
編
纂
し
た
り
解
説
を
執
筆
し
た
り
し
た
関
係
者
さ
え
、
突
如
と
し
て

姿
を
消
し
た
小
林
の
正
体
を
知
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
詩
集1

9
2
8
-
1
9
3
6

』
（
新
日
本
文
学
会
編
、
新
日
本
文
学
会
、

一
九
四
九
年
）
の
序
文
「
林
そ
の
も
の
の
鳴
る
ご
と
く
」
を
書
い
た
中
野

重
治
は
、
小
林
に
つ
い
て
「
ど
こ
の
誰
で
あ
る
か
が
分
か
ら
ず
じ
ま
い
に

な
つ
た
」
（
2
頁
）
と
記
し
、
同
書
の
「
解
説
」
を
担
当
し
た
壺
井
繁
治

は
、「
な
お
消
息
が
わ
か
ら
ぬ
詩
人
た
ち
」（
282
頁
）
の
一
人
に
数
え
て
い
る
。

ま
た
、
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
大
系
⑶
』
（
野
間
宏
編
集
代
表
、
三
一
書

房
、
一
九
五
四
年
）
の
「
解
説
」
を
書
い
た
蔵
原
惟
人
も
、
「
現
在
に
い
た

る
ま
で
そ
の
人
物
が
不
明
の
ま
ま
で
い
る
作
家
」（
407
頁
）
の
一
人
と
し
て
、

小
林
の
名
を
挙
げ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
小
林
園
夫
（
後
に
平
川
義
男
と
判
明

す
る
）
は
、
戦
中
戦
後
に
北
九
州
で
細
々
と
古
本
屋
を
営
ん
で
お
り
、
自

分
の
詩
が
こ
う
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
地
元
で
は
自
分
が
小

林
園
夫
だ
と
は
言
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
に

堂
々
と
名
乗
り
出
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
名
乗
り
出
れ
ば
、
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左
翼
団
体
で
英
雄
と
し
て
扱
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
く
ま
で
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
お
そ
ら
く
転
向
問
題
や
そ
れ
に
と
も
な
う
倫
理
観
が
、

彼
に
そ
う
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
本
人
が
名
乗
り
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
旧
友
の
鹿

地
亘
が
わ
ず
か
に
小
林
園
夫
（
平
川
義
男
）
の
こ
と
を
回
想
し
、
一
部
で

は
彼
の
正
体
が
知
ら
れ
て
い
た
。
鹿
地
は
『
自
伝
的
な
文
学
史
』（
三
一
書
房
、

一
九
五
九
年
）
で
次
の
よ
う
に
小
林
（
平
川
）
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

平
川
義
男
―
―
こ
れ
も
私
を
「
か
わ
い
が
っ
た
」
友
人
の
一
人
だ
が

―
―
は
、
私
が
分
裂
後
の
プ
ロ
芸
や
労
農
党
で
活
動
し
て
い
る
こ

ろ
、
青
年
同
盟
に
は
い
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
あ
る

と
き
私
た
ち
の
機
関
誌
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
に
、
小
林
園
夫

と
い
う
名
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
と
題
し
て
、
九
州
八
幡
製
鉄
所

の
労
働
者
を
う
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
す
ば
ら
し
い
一
編
の
詩
が
送

ら
れ
て
き
た
。
平
川
が
私
を
訪
ね
て
き
て
、「
あ
れ
は
実
は
僕
だ
よ
」

と
は
に
か
み
な
が
ら
告
げ
知
ら
せ
た
の
は
、
三
・
一
五
も
か
な
り
過

ぎ
て
か
ら
の
あ
る
日
だ
っ
た
。
彼
は
そ
の
後
い
く
度
か
長
期
間
の
豚

箱
生
活
を
む
し
か
え
さ
れ
た
後
、
豚
箱
か
ら
尾
行
つ
き
で
徴
兵
の
た

め
故
郷
の
福
岡
に
送
り
か
え
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
脚
気
の
た
め
営
門

の
前
で
は
も
う
立
て
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の

消
息
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
36
頁
）

　

こ
の
回
想
で
初
め
て
、
小
林
園
夫
は
筆
名
で
平
川
義
男
が
本
名
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な
鹿
地
亘
も
「
消
息
を
絶
っ

て
」
以
降
の
小
林
（
平
川
）
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
冒
頭

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
小
林
の
詩
に
感
動
し
た
作
家
の
山
岸
一
章
が
、
彼

の
調
査
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

小
林
園
夫
の
伝
記
研
究
に
お
け
る
山
岸
一
章
の
果
た
し
た
役
割
は
計

り
知
れ
な
い
。
山
岸
は
注
３
に
前
掲
し
た
記
事
で
、
小
林
（
平
川
）
の
本

籍
地
や
生
い
立
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
か
ら
姿
を
消
し
て
か
ら

一
九
七
〇
年
頃
の
調
査
当
時
ま
で
に
至
る
現
況
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
実

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
山
岸
の
業
績
を
補
完
す
る
よ
う

に
、
坂
口
博
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
ス
カ
ラ
ベ
人
名
事
典
』
（
花
田
俊
典
編
、

九
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
（
（

）
で
最
も
詳
し
い
伝
記
を
ま
と
め
て
い
る
。
山
岸
と
坂

口
の
業
績
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
坂
口
の
記
述
に
本
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
補
筆
し
た
伝
記
を
提
示
し
て
、
本
節
の
ま
と
め
に
代
え
た

い
。

一
九
〇
一(

明
治
三
四)

年
一
月
二
五
日
、
福
岡
県
鞍
手
郡
勝
野
村

大
字
勝
野(

現
・
小
竹
町)

三
七
三
八
番
地
生
ま
れ
。
詩
人
。
本

名
・
平
川
義
男
。
鹿
児
島
の
旧
制
七
高
造
士
館
を
経
て
、
一
九
二
四

(

大
正
一
三)

年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
へ
進
学
す
る
も
、
上
野

桜
木
町
の
東
大
新
人
会
の
合
宿
で
新
人
会
活
動
か
ら
を
行
い
、
「
大

津
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
始
め
は
演
劇
部
に
属
し
て
、
小
野
宮

吉
、
千
田
是
也
、
大
河
内
信
威
な
ど
と
一
緒
に
資
本
論
の
研
究
会
な

ど
を
行
っ
て
い
た
。
三
・
一
五
事
件
の
後
に
芝
白
金
志
田
町
に
あ
っ
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た
無
産
青
年
同
盟
本
部
書
記
に
就
き
、
中
退
す
る
。
一
九
二
八
年
四

月
一
〇
日
に
無
産
青
年
同
盟
の
解
散
命
令
が
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
後

は
「
大
津
義
男
」
の
偽
名
を
用
い
て
同
盟
の
再
建
活
動
を
し
、
『
無

産
青
年
新
聞
』
や
『
無
産
青
年
』
を
発
行
し
て
い
た
。（

（
（

高
校
・
大

学
を
通
じ
て
鹿
地
亘
と
よ
り
二
つ
年
長
だ
っ
た
が
同
級
で
、
高
校
時

代
は
校
内
誌
に
短
歌
を
発
表
す
る
。
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
に
投

稿
詩
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」(

昭
二
・
一
一)

、
「
戦
争
を
克
服
せ
よ
！

／
朝
鮮
人
労
働
者
」(

昭
三
・
二)

、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩
」(

昭

三
・
三)

、「
戦
旗
」
に
「
あ
い
つ
安
ん
ぜ
よ
」(

昭
四
・
二)

、「
怪
物
」

(

昭
四
・
三)

、「
出
発
」(

昭
四
・
六)
、「
無
産
者
新
聞
」
に
「
デ
モ
」

（
昭
三
・
三
・
一
〇
）
、
「
怪
物
」
（
昭
四
・
三
・
一
五
再
録
）
を
発
表
す

る
。
ま
た
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩
」
と
「
出
発
」
の
二
作
は
、
当

時
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
千
田
是
也
と
現
地
の
ド
イ
ツ
人
と

の
共
訳
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
機
関
紙
「
ロ
ー
テ
・
フ
ァ
ー

ネ
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
昭
和
三
年
頃
に
何
度
か
獄
中
生
活
を
送
っ
た

後
、
昭
和
四
年
初
頭
頃
に
徴
兵
の
た
め
警
察
の
尾
行
付
き
で
故
郷
の

福
岡
に
戻
る
も
、
獄
中
で
重
度
の
心
臓
脚
気
を
患
っ
た
た
め
歩
く
こ

と
も
ま
ま
な
ら
ず
入
営
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
昭
和
四
年
一
〇

月
に
南
雲
カ
ズ
エ
と
婚
姻
、
男
児
５
人
を
育
て
る
。
革
命
運
動
か
ら

離
れ
た
あ
と
は
、
一
時
軍
需
工
場
に
勤
め
た
ほ
か
、
現
在
の
神
戸
市

灘
区
水
道
筋
六
丁
目
三
番
地
、
つ
い
で
北
九
州
市
八
幡
東
区
尾
倉

二
二
四
番
地
、
小
倉
北
区
■
で
古
書
店
を
営
む
。
昭
和
四
八
年
四
月

三
〇
日
、
肝
硬
変
の
た
め
北
九
州
市
の
小
倉
記
念
病
院
に
て
死
去
。

晩
年
は
酒
浸
り
の
毎
日
だ
っ
た
と
い
う
。
〈
共
著
詩
集
〉『
一
九
二
八

年
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』(

マ
ル
ク
ス
書
房
、
昭
三
・
五)

、
『
日
本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
・
38　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集(

一)

』(

新

日
本
出
版
社
、
昭
六
二
・
五)

〔
参
考
〕
山
岸
一
章
「
詩
の
中
の
あ

い
つ
」（
「
民
主
文
学
」
昭
四
六
年
一
月
号
、
の
ち
『
墓
碑
銘
』
汐
文
社
、

昭
四
九
・
一)

、
鹿
地
亘
『
自
伝
的
な
文
学
史
』(

三
一
書
房
、
昭

三
四
・
一
一
、
三
一
新
書)

、
鹿
地
亘
「
「
マ
ル
芸
」
と
「
プ
ロ
芸
」
」（
蔵

原
惟
人
・
手
塚
英
孝
［
編
］『
物
語　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動　

上
』

新
日
本
出
版
社
、
昭
四
二
・
三
、
新
日
本
選
書
）

＊
引
用
に
際
し
て
は
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
。

＊
傍
線
部
が
和
田
に
よ
る
補
筆
を
表
す
。

三　

「
て
め
え
」
と
「
あ
い
つ
」
と
「
俺
達
」

―
―
小
林
園
夫
の
詩
の
史
的
位
置
付
け
と
分
析

　

小
林
園
夫
の
詩
作
は
、
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
期
は
一
九
二
七
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
で
、
小
林
の
デ
ビ
ュ
ー
作

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
に
詩

を
投
稿
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
一
九
二
九
年
で
、
小
林
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
組
織
化
も

進
み
、
雑
誌
『
戦
旗
』
に
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
本
節
で

詩
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
情

勢
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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秋
田
の
土
崎
に
始
ま
る
小
牧
近
江
ら
の
同
人
誌
『
種
蒔
く
人
』
の
活
動

が
関
東
大
震
災
ま
で
続
き
、
震
災
後
も
『
帝
都
震
災
号
外
』
や
『
種
蒔
き

雑
記
』
は
出
さ
れ
た
も
の
の
事
実
上
廃
刊
し
た
後
、
そ
の
残
党
と
新
た
な

芸
術
家
が
合
流
し
て
雑
誌
『
文
藝
戦
線
』
を
発
行
し
、
さ
ら
に
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
藝
聯
盟
（
プ
ロ
聯
）
が
結
成
さ
れ
た
。
通
説
と
し
て
は
、
こ

の
プ
ロ
聯
が
組
織
的
な
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
起
源
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
ま
ず
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
が
追
放
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
者
た
ち
は
日

本
無
産
派
文
藝
聯
盟
を
組
織
し
て
雑
誌
『
解
放
』
を
一
時
機
関
誌
化
し
た

り
、
雑
誌
『
尖
鋭
』
を
発
行
し
た
り
し
た
。
一
方
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
を
追

放
し
た
プ
ロ
聯
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
聯
盟
（
プ
ロ
藝
）
と
組
織

名
を
改
称
し
、
そ
こ
に
東
大
新
人
会
系
の
マ
ル
ク
ス
主
義
藝
術
研
究
会
（
通

称
「
マ
ル
研
」
）
の
若
い
青
年
た
ち
が
合
流
し
た
。
し
か
し
、
今
度
は
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
若
い
彼
ら
と
旧
来
の
成
員
と
の
間
で
軋
轢
が
生
ま
れ
、
中
野
重
治

な
ど
旧
マ
ル
研
所
属
の
若
手
芸
術
家
が
プ
ロ
藝
に
残
り
、
以
前
か
ら
の
成

員
た
ち
は
労
農
藝
術
家
聯
盟
（
労
藝
）
を
結
成
し
、
そ
の
ま
ま
機
関
誌
『
文

藝
戦
線
』
を
継
続
し
た
。
プ
ロ
藝
の
方
は
組
織
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
残
る

か
た
ち
と
な
っ
た
が
、
多
く
の
芸
術
家
が
抜
け
て
機
関
誌
も
な
く
な
っ
た

た
め
、
当
時
マ
ル
ク
ス
書
房
を
営
ん
で
い
た
難
波
英
夫
に
頼
ん
で
機
関
誌

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
を
創
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
小
林
園

夫
の
第
一
期
は
、
こ
う
し
て
東
大
新
人
会
系
の
勢
力
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

た
プ
ロ
藝
の
機
関
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

次
い
で
、
一
九
二
七
年
に
共
産
党
の
国
際
組
織
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
日
本

の
共
産
党
の
政
策
に
つ
い
て
批
判
し
た
「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
を
出
し
、
こ

の
批
判
を
芸
術
団
体
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
労
藝
内

で
対
立
が
起
き
、
藤
森
成
吉
や
蔵
原
惟
人
と
い
っ
た
労
藝
を
脱
退
し
た
メ

ン
バ
ー
が
前
衛
藝
術
家
同
盟
（
前
藝
）
を
作
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
藝
術
団

体
の
勢
力
は
、
プ
ロ
藝
、
労
藝
、
前
藝
の
大
き
く
三
派
に
別
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
三
派
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
プ
レ
レ
タ
リ
ア
文
化
運

動
は
政
治
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
支
持
政
党
で
分
け
る

と
、
プ
ロ
藝
や
前
藝
は
非
合
法
の
日
本
共
産
党
を
支
持
し
、
労
藝
は
合
法

の
日
本
労
農
党
や
後
継
団
体
の
日
本
大
衆
党
な
ど
い
わ
ゆ
る
社
会
民
主
主

義
政
党
を
支
持
し
た
。
よ
っ
て
、
プ
ロ
藝
と
前
藝
は
支
持
政
党
で
は
基
本

的
に
一
致
し
て
い
た
た
め
合
流
に
至
り
、
最
終
的
に
全
日
本
無
産
者
藝

術
聯
盟
（
ナ
ッ
プ
）
が
創
設
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
プ
ロ
藝
と
前
藝
は
支
持

政
党
こ
そ
重
な
る
も
の
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
に
対
す
る
考
え
方
は
異

な
っ
て
い
た
た
め
、
ナ
ッ
プ
の
結
成
後
間
も
な
く
、
一
九
二
八
年
代
に
芸

術
大
衆
化
論
争
が
起
き
た

（
（1
（

。
小
林
園
夫
の
第
二
期
は
、
こ
う
し
て
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
化
運
動
が
よ
う
や
く
組
織
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
始
め
た

時
期
に
、
芸
術
大
衆
化
に
課
題
を
持
つ
ナ
ッ
プ
の
機
関
誌
『
戦
旗
』
に
発

表
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
は
第
一
期
の
作
品
と
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
の
分
析
を
試
み
た
い
。

て
め
え
一
人
に
親
が
あ
る
と
言
う
の
か

て
め
え
一
人
が
女
房
子
持
だ
と
言
う
の
か

て
め
え
一
人
が
親
思
い
だ
と
言
う
の
か
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て
め
え
一
人
が
女
房
子
を
可
愛
が
る
と
言
う
の
か

卑
怯
者
奴
ッ
分
っ
た
か

〔
中
略
〕

そ
れ
が
奴
ら
の
手
な
ん
だ

使
い
古
し
た
手
な
ん
だ

正
直
な
お
い
ら
を
欺
し
て
賺
し
て
絞
っ
て
置
き
や
が
っ
て

用
が
な
く
な
り
ゃ
お
っ
ぽ
り
出
す

つ
ま
り
奴
等
が
今
の
自
分
に

な
り
や
が
っ
た
手
な
ん
だ

〔
中
略
〕

俺
達
は
何
も
持
た
ぬ

俺
達
は
今
闘
の
中
に
あ
る

こ
の
胸
一
杯
の
感
謝
を
ど
う
し
て
表
わ
そ
う

俺
達
は
戦
お
う　

俺
達
は
勝
つ
！

俺
達
は
勝
つ　

団
結
の
力
で
勝
っ
て
見
せ
る
！

そ
れ
が
感
謝
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
314
～
316
頁

（
（1
（

）

　

右
は
、
全
七
節
で
構
成
さ
れ
る
詩
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
を
抜
粋
し
な
が

ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
ら
し
く
ぞ
ん
ざ
い
な
口
調
で
語
ら
れ

て
お
り
、
一
見
す
る
と
「
へ
た
く
そ
詩
」
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
本
当
は
東
京
帝
大
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
小
林
園
夫

が
、
労
働
者
に
擬
態
し
て
こ
の
詩
を
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

あ
く
ま
で
後
の
回
想
だ
が
、
山
岸
一
章
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
小

林
園
夫
こ
と
平
川
義
男
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ぼ
く
は
青
年
同
盟
で
毎
日
、
若
い
労
働
者
た
ち
と
接
触
し
て
い
た

か
ら
、
従
来
の
よ
う
に
技
巧
を
こ
ら
し
た
品
の
良
い
詩
で
は
駄
目

だ
。
労
働
者
の
共
感
は
得
ら
れ
な
い
。
労
働
者
が
ふ
だ
ん
に
使
っ
て

い
る
言
葉
で
、
技
巧
は
弄
さ
な
い
で
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
位
が
良
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
、
あ
あ
い
う
詩
を
つ
く
っ
た
ん
だ
…
…
」
〔
中
略
〕
「
ぼ
く
の
詩

は
、
専
門
家
よ
り
全
国
の
青
年
労
働
者
か
ら
の
反
響
の
ほ
う
が
大
き

か
っ
た
。
〔
後
略

（
（1
（

〕
」

　

こ
の
証
言
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
大
衆
化
を
考
え
る
上
で
も
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
テ
リ
出
身
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち

が
、
労
働
者
農
民
の
心
理
を
代
弁
し
た
り
大
衆
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
書
こ
う
と
試
み
た
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
か
ら

だ
。
た
と
え
ば
、
小
林
多
喜
二
が
「
「
荒
木
又
右
衛
門
」
や
「
鳴
門
秘
帖
」

で
も
読
む
よ
う
な
積
り
で
、
仕
事
の
合
間
合
間
に
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
読
ん

で
ほ
し
い

（
（1
（

」
と
小
説
「
不
在
地
主
」
を
書
い
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
徳
永

直
は
、
そ
ん
な
多
喜
二
の
作
品
を
労
働
者
は
読
め
な
い
と
批
判
し
て
い
た

（
（1
（

。

だ
か
ら
こ
そ
、
ナ
ッ
プ
の
黎
明
期
に
、
そ
の
徳
永
の
よ
う
な
労
働
者
出
身

で
実
際
に
労
働
者
の
感
性
を
も
っ
た
作
家
が
登
場
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
、
小
林
園
夫
は
一
人
の
知
識
人
と
し
て
、
ま
さ
に
プ
ロ

『フェンスレス』オンライン版 第6号(2022/09/20発行) 
占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



9898

レ
タ
リ
ア
文
学
の
大
衆
化
を
具
現
化
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
一
般
的
な
芸
術
感
覚
に
基
づ
く
詩
の
評
価
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
史
上
に
お
け
る
歴
史
的
評
価
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
詩
人
と
し
て
時
流
を
捉
え
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
読
者

に
呼
応
す
る
詩
を
描
く
こ
と
は
、
一
つ
の
芸
術
的
感
性
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
無
骨
に
ぞ
ん
ざ
い

な
言
葉
で
労
働
者
を
鼓
舞
す
る
詩
を
、
発
表
誌
で
あ
る
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

藝
術
』
な
い
し
プ
ロ
藝
も
求
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
鹿
地
亘
は
、

「
藝
術
の
役
割
は
其
の
特
殊
の
感
動
的
性
質
に
依
つ
て
、
政
治
的
暴
露
に

依
つ
て
組
織
さ
れ
て
行
く
大
衆
へ
の
進
軍
ラ
ツ
パ
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

決
定
的
行
為
へ
の
鼓
舞
者
と
な
る
こ
と
で
あ

（
（1
（

」
る
と
主
張
し
、
中
野
重
治

は
『
ロ
シ
ア
革
命
十
周
年
記
念　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
の
発
行
に
寄
せ

て
、
「
こ
れ
が
撒
か
れ
持
ち
込
ま
れ
る
矢
先
き
矢
先
き
に
は
、
焔
が
点
火

さ
れ
る
だ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
詩
を
あ
ら
や
う
る
会
合
へ
持
ち
込
め
。
こ
れ

ら
の
中
の
言
葉
を
絵
ビ
ラ
と
撒
ビ
ラ
に
刷
り
込
め
！

（
（1
（

」
と
意
気
込
ん
で
い

た
。
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
は
、
こ
う
し
た
ア
ジ
・
プ
ロ
の
道
具
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
小
林
園
夫
の
詩
は
こ
れ
に
呼
応
す
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
組
織
の
運
動
方
針
に
則
っ
た
作
品
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
芸
術
が
描
く
集
団
性
と
相
ま
っ
て
没
個
性
的
に
な
っ
て
し
ま
う
消

極
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
詩
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
は
、
「
お
い
ら
」

は
階
級
的
自
覚
を
持
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
、
「
て
め
え
」
は
ま
だ

目
覚
め
て
い
な
い
が
同
志
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
労
働
者
、
そ
し
て
、
彼

ら
が
「
奴
ら
（
奴
等
）
」
と
い
う
資
本
家
や
政
府
を
示
唆
す
る
敵
と
対
峙

す
る
こ
と
で
、
「
俺
達
」
と
い
う
仲
間
意
識
を
持
つ
複
数
代
名
詞
が
浮
上

す
る
図
式
的
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
様
の
構
図
は
、
小
林
園
夫
の
詩
で
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩
」
に

見
ら
れ
る
ほ
か
、
上
野
壮
夫
「
俺
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
だ
！
」
（
『
前
衛
』

一
九
二
八
年
二
月
号
）
、
下
川
儀
太
郎
「
闘
ひ
の
巷
へ
行
く
前
に
」
（
『
前
衛
』

同
年
四
月
号
）
や
中
村
正
利
「
俺
達
に
は
力
が
あ
る
」
（
同
前
）
で
も
確
認

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
中
村
の
詩
で
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

俺
一
人
で
は
何
も
言
は
な
い

だ
が
俺
達
は
結
び
つ
い
て
居
る
ん
だ

階
級
が
も
の
を
言
ふ
ん
だ

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
承
知
し
な
い
ん
だ

〔
中
略
〕

一
人
の
兄
弟
！

お
前
に
は
ま
だ
一
俵
の
米
が
残
つ
て
居
る
と
云
ふ
の
か

お
前
は
老
い
た
父
と
、
女
房
と
せ
が
れ
の
事
を
心
配
し
て
居
る
の
か

だ
が
あ
れ
達
は
何
を
し
た
か
？
お
前
は
見
た
！

〔
中
略
〕

俺
達
の
手
は
土
く
さ
い
の
だ
、
肥
く
さ
い
の
だ

俺
達
は
人
類
を
支
え
る
為
に
お
互
に
働
い
た

奴
等
は
遊
ん
で
居
る
！
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俺
達
は
働
い
て
居
る
！

奴
等
は
満
腹
し
て
居
る
！

俺
達
は
餓
死
し
か
け
て
居
る

（
（1
（

！

　

こ
こ
で
は
、
階
級
的
自
覚
を
持
っ
た
農
民
の
「
俺
」
が
、
ま
だ
目
覚
め

て
い
な
い
「
お
前
」
に
「
兄
弟
！
」
と
呼
び
か
け
、
今
ま
で
「
奴
等
」
と

い
う
地
主
た
ち
に
搾
取
さ
れ
て
き
た
現
状
を
認
識
さ
せ
て
、
「
俺
達
」
が

と
も
に
立
ち
上
が
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
小
林
の
詩
が
都
市
労
働
者

を
描
い
た
の
に
対
し
、
中
村
の
詩
は
農
民
を
描
い
た
と
い
う
設
定
の
違
い

は
あ
る
も
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
構
図
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
林
の

よ
う
な
詩
は
、
良
く
言
え
ば
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
形
式
を
代
表
す

る
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
悪
く
言
え
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
あ
り
ふ
れ
た
詩
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
図
式
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
小
林
の
詩
に
は

そ
う
し
た
規
定
の
枠
組
み
か
ら
は
外
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
の
第
四
節
で
は
、
突
然
こ
れ
ま
で
と
文
体
が
変

わ
り
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

父
よ

あ
な
た
は
あ
な
た
の
伜
の

男
ら
し
い
男
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ

母
よ

あ
な
た
の
腹
を
痛
め
た
子
は

正
直
で
あ
る
筈
だ

私
は
あ
な
た
達
の
伜
だ　

若
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
だ

私
は
組
合
に
働
き

労
農
党
の
旗
の
下
に
死
生
を
賭
す

父
よ　

私
は
男
ら
し
い
男
に
な
ろ
う

母
よ　

私
は
正
直
な
男
に
な
ろ
う　
　
　
　
　
　
　

（
316
頁
）

　

こ
の
節
の
み
、
こ
れ
ま
で
の
「
お
い
ら
」
と
い
う
自
称
か
ら
の
異
化
が

図
ら
れ
、
「
私
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
若
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
―

ト
の
家
族
に
対
す
る
葛
藤
の
よ
う
な
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
他
の
節
で

使
わ
れ
る
「
お
い
ら
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
ま
だ
理
想
的
な
活
動
家

に
な
り
切
れ
て
い
な
い
、
そ
う
し
た
自
己
の
発
展
過
程
を
描
い
て
い
る
と

も
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
お
い
ら
」
に
潜
む
弱
さ
は
、
後
の
詩
「
あ

い
つ
安
ん
ぜ
よ
」
に
も
引
き
継
が
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
一
期
の
作
品
と
し
て
、
「
戦
争
を
克
服
せ
よ
！
」
と

「
朝
鮮
人
労
働
者
」
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
描
い
て
い
る

内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
の
同
じ
号
に
同
時
掲

載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
基
本
的
な
性
質
と
し
て
は
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
反
戦
と
戦
争
の
結
果
生
じ
た
植
民
地
へ
の
批
判
、
そ

れ
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
て
い
る
民
族
と
の
連
帯
を
訴
え
か
け
て
い
る
点
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
戦
争
を
克
服
せ
よ
！
」
で
は
、「
支
那
の
幼
年
工
」

へ
の
同
情
が
寄
せ
ら
れ
た
上
で
、
「
戦
争
克
服
の
戦
争
へ
！
／
支
那
を
絞
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殺
す
べ
く
命
ず
る
奴
等
の
腕
を
折
っ
ぺ
し
ょ
れ
！
」
と
叫
ば
れ
、
「
朝
鮮

人
労
働
者
」
で
は
、
「
故
郷
を
追
わ
れ
た
朝
鮮
人
よ　

俺
達
の
友
よ
」
と
、

朝
鮮
の
労
働
者
の
悲
惨
な
状
況
へ
の
同
情
と
連
帯
意
識
が
語
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
戦
争
を
克
服
せ
よ
！
」
に
つ
い
て
は
、
『
出
版
警
察
報
』
に
も
一

部
が
引
用
さ
れ
た
上
で
「
対
外
非
干
渉
の
叫
び
を
あ
げ
た
も
の
で
戦
争
を

階
級
闘
争
に
転
化
せ
よ
と
結
ん
で
ゐ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

当
時
の
時
代
背
景
を
お
さ
え
て
お
く
と
、
一
九
二
七
年
五
月
に
対
支
非

干
渉
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
左
翼
陣
営
で
は
特
に
対
中
国
政
策
に
対
す
る
反

戦
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
日
本

共
産
党
の
政
策
を
批
判
す
る
「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
を
発
表
し
、
そ
こ
で
喫

緊
の
課
題
と
し
て
中
国
侵
略
戦
争
へ
の
反
対
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
こ
と
が
影
響
し
、
一
九
二
七
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
は
、
左
翼
文

芸
誌
に
多
く
の
反
戦
詩
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
小
林
と
同
じ
く

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
や
朝
鮮
の
同
志
と
の
連
帯

を
描
い
た
詩
と
し
て
は
、
三
川
秀
夫
「
灰
白
塵
を
貫
く
も
の
」
（
一
九
二
七

年
一
〇
月
号
）
、
林
和
（
李
北
満[

訳]

）「
タ
ン
ク
の
出
発
」
（
同
前
）
、
西
澤

隆
二
「
荒
縄
」
（
一
九
二
八
年
一
月
号
）
、
森
山
啓
「
恐
怖
に
抗
し
て
」
（
同

年
四
月
号
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
改
造
』
一
九
二
九
年
二
月

号
に
発
表
さ
れ
た
中
野
重
治
の
「
雨
の
降
る
品
川
駅
」
を
は
じ
め
、
そ
の

後
も
こ
う
し
た
植
民
地
の
民
族
と
の
連
帯
や
中
国
へ
の
非
干
渉
を
訴
え
た

詩
は
数
多
く
発
表
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
今
日
こ
う
し
た
詩
を
評
価
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
反
戦
詩

や
他
民
族
と
の
連
帯
が
謳
わ
れ
た
こ
と
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
評
価
す
る

一
方
で
、
詩
と
し
て
の
芸
術
的
価
値
も
ま
た
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
と
芸
術
と
の
関
係
が
不
可
分
で
あ
る
に
し

て
も
、
少
な
く
と
も
、
政
治
的
主
題
が
前
面
に
出
た
詩
の
評
価
は
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
時
代
に
金
熈
明
は
、
前
掲
し
た
小

林
の
二
作
品
を
含
む
一
九
二
八
年
二
月
号
の
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
と

『
前
衛
』
に
掲
載
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
諸
作
品
に
触
れ
た
上
で
、「
悉

く
、
血
を
吐
く
や
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
真
実
の
叫
び
が
あ
る
。
私
は
之

等
の
詩
人
に
依
り
、
始
め
て
日
本
に
詩
と
い
ふ
も
の
が
生
れ
た
と
い
ふ
や

う
な
感
じ
を
覚
へ
た
。
」
と
評
し
て
い
る

（
（1
（

。
つ
ま
り
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
詩
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
お
か
れ
た
悲
惨
な

現
実
を
迫
真
性
を
も
っ
て
描
け
ば
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
評
価
さ
れ
た
き
ら

い
が
あ
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、
「
戦
争
を
克
服
せ
よ
！
」
と
「
朝
鮮
人
労

働
者
」
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
現
象
の
一
部
と
し
て
捉
え
、
そ
の
固
有

性
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

第
二
期
に
な
る
と
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
実
践
活
動
の
影
響
で
、
小

林
は
第
一
期
ほ
ど
多
く
の
詩
を
残
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
寡
作

の
中
で
も
、「
あ
い
つ

0

0

0

安
ぜ
よ
」は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
名
作
と
し
て
数
々

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
さ
れ
て
き
た
。

怯ひ
る

む
俺
の
心
を
鞭

む
ち
う

っ
た

い
つ
も
あ
い
つ
の
確
信
に
燃
え
た
眼
だ
っ
た

浮
世
の
幸
福
を
慕
う
俺
の
心
を
叱
り
つ
け
た
も
の
は
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あ
い
つ
の
燐
の
よ
う
な
眼
だ
っ
た

俺
の
心
が

ち
っ
ぽ
け
な
仕
事
と
冒
険
で
ふ
く
ら
ん
で
い
る
時

黙
々
と
し
て
あ
い
つ
は
百
倍
の
仕
事
を
し
た

〔
中
略
〕

た
と
え
俺
の
心
が
信
じ
ら
れ
な
く
と
も

あ
い
つ
さ
え
信
頼
し
て
居
れ
ば
よ
か
っ
た

畜
生
！　

あ
い
つ
は
捕
ま
っ
た

あ
い
つ
は
帰
っ
て
は
来
な
い

〔
中
略
〕

三
日
の
す
き
腹
を
一
杯
の
牛
め
し
で
暖
め
合
っ
た

あ
い
つ
と
俺
だ
っ
た

氷ひ
さ
め雨

の
闇
を
突
い
て

ぐ
し
ょ
濡
れ
て

集
会
へ
急
い
だ
あ
い
つ
と
俺
だ
っ
た

豚
小
屋
か
ら
帰
る
と
き

俺
は
い
つ
も
あ
い
つ
の
頑
丈
な
手
と

朗
ら
か
な
笑
顔
を
恋
し
が
っ
た

あ
い
つ
、
あ
い
つ

帰
っ
て
来
な
い
、
あ
い
つ

生
く
る
日
の
限
り
囚
わ
れ
の
あ
い
つ

二
十
九
日
三
度
の
む
し
返
し

0

0

0

0

が
何
だ
！　
　
　

（
321
～
322
頁
）

　

「
あ
い
つ

0

0

0

安
ん
ぜ
よ
」
は
、
模
範
的
な
活
動
家
で
あ
る
「
あ
い
つ
」
と

弱
さ
を
持
つ
「
俺
」
の
対
比
が
印
象
的
で
、
後
の
小
林
こ
と
平
川
義
男
自

身
の
回
想
に
よ
る
と
、
自
分
が
接
し
た
複
数
の
労
働
者
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ

を
重
ね
た
の
が
「
あ
い
つ
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ

（
（2
（

。
ち
な
み
に
、
「
二
十
九

日
」
と
は
、
警
察
が
労
働
運
動
や
社
会
主
義
運
動
な
ど
の
活
動
家
を
拘
留

し
、
拷
問
に
か
け
る
た
め
に
よ
く
使
わ
れ
た
手
法
で
、
法
的
根
拠
と
し
て

は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
代
表
的
な
例
で
は
、
『
警
察
犯
処
罰
令
』
第
一
条

第
三
号
に
「
一
定
ノ
住
居
又
ハ
生
業
ナ
ク
シ
テ
諸
方
二
俳
徊
ス
ル
者
」
は

「
三
十
日
未
満
ノ
拘
留
二
処
ス
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
住

所
不
定
無
職
で
徘
徊
し
た
ら
そ
れ
だ
け
で
逮
捕
さ
れ
、
「
三
十
日
未
満
」

の
拘
留
期
限
は
最
大
二
九
日
で
、
こ
れ
を
適
用
し
て
限
度
い
っ
ぱ
い
ま
で

拘
留
し
、
い
っ
た
ん
形
式
的
に
は
釈
放
し
て
ま
た
別
の
管
轄
区
で
拘
留
す

る
と
い
う
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
俺
」
は
お
そ
ら
く

小
林
園
夫
自
身
の
投
影
だ
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
第
二
節
で
ま
と
め
た
伝
記

の
「
何
度
か
獄
中
生
活
を
送
っ
た
」
裏
に
は
、
こ
う
し
た
理
不
尽
な
方
法

に
よ
っ
て
留
置
場
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
た
経
験
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
ん
な
中
、「
俺
」
は
「
あ
い
つ
」
と
比
べ
て
弱
さ
が
あ
り
、

お
そ
ら
く
は
も
う
死
ん
で
い
る
「
あ
い
つ
」
の
雄
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
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「
俺
」
も
葛
藤
し
な
が
ら
奮
起
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
社
会
主
義
運
動
の
末
端
の
英
雄
を
描
い
た
詩

は
同
時
代
に
も
多
く
書
か
れ
て
お
り
、
立
野
信
之
「
奴
は
生
き
て
い
る
」

（
『
前
衛
』
一
九
二
八
年
三
月
号
）
や
下
川
儀
太
郎
「
彼
は
ゐ
な
い
！
」（
『
戦
旗
』

一
九
二
九
年
六
月
号
）
な
ど
の
詩
が
、
「
奴
」
や
「
彼
」
と
い
う
人
称
代
名

詞
で
英
雄
を
表
象
し
て
い
る
点
で
小
林
の
作
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
下
川
の
詩
で
「
彼
」
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

四
月
十
六
日
！

彼
は
ゐ
な
く
な
つ
た

彼
は
俺
達
の
眼
か
ら
消
さ
れ
て
行
つ
た

寝
床
は
靴
に
破
ら
れ

天
井
も
床
下
も
ご
み
片
迄
も
さ
ら
わ
れ
た

昨
日
ま
で
…
…

勝
利
を
背
負
つ
て
ゐ
た
彼

凱
歌
の
と
き
め
き
に

闘
争
に
胸
を
お
ど
ら
し
て
ゐ
た
彼

六
十
三
名
の
ブ
ル
候
補
の
中
に

た
ゞ
一
人
の
俺
達
の
代
表
に
出
た
彼

町
の
労
働
者
と
村
の
農
民
の
勝
利
の
声
を
背
負
つ
た
彼

彼
…
…
労
農
同
盟
選
出
静
岡
市
会
議
員

（
（2
（

！

　

た
だ
し
、
私
は
小
林
の
詩
の
方
を
下
川
の
詩
よ
り
も
評
価
し
た
い
。
な

ぜ
な
ら
、
後
者
に
お
け
る
一
方
的
な
英
雄
賛
美
に
比
べ
、
前
者
に
お
け
る

「
俺
」
は
葛
藤
を
感
じ
さ
せ
、
弱
い
部
分
も
あ
る
か
ら
こ
そ
奮
い
立
た
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
読
者
へ
の
喚
起
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
連

の
区
切
り
が
リ
ズ
ム
よ
く
、
拘
留
さ
れ
た
「
檻
房
」
の
中
で
断
片
的
に
「
あ

い
つ
」
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
様
子
も
視
覚
的
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
歴
史
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。

先
の
引
用
文
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
第
二
期

の
詩
は
、
第
一
期
の
詩
と
比
べ
る
と
、
少
し
淡
々
と
、
事
実
を
述
べ
る
よ

う
な
叙
述
の
仕
方
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
林
の
詩
よ
り
も
下
川
の

詩
の
方
に
顕
著
に
現
れ
て
お
り
、
「
労
農
同
盟
」
や
「
静
岡
市
会
議
員
」

の
固
有
名
ま
で
登
場
し
、
せ
っ
か
く
当
選
し
た
無
産
派
の
議
員
が
検
挙
さ

れ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
実
際
の
出
来
事
が
た
ん
た
ん
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
叙
事
詩

的
転
換
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
掲
し
た
小
林
や
下

川
の
詩
に
は
こ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
同
時
期
に
森
山
啓
は
、
昨
今
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
詩
が
「
ど
の
詩
を
見
て
も
殆
ん
ど
同
じ
こ
と
を
叫
び
う
た
つ

て
」
お
り
、
「
我
等
は
斯
か
る
詩
に
は
飽
い
た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

詩
は
直
接
情
緒
を
伝
達
す
る
た
め
の
藝
術
的
手
段
だ
。
た
ゞ
そ
れ
は

我
々
が
現
実
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
生
活
の
深
い
観
察
に
よ
つ

て
、
よ
り
善
く
な
さ
れ
る
と
思
ふ
の
だ
。
一
般
的
呼
号
か
ら
現
実
的

な
描
写
に
移
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
は
一
層
深
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く
広
い
海
に
出
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
考
へ
る

（
（2
（

。

　

引
用
原
文
に
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
叙
事
詩
」
と
い
う
小
見
出
し
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
祖
父
江
昭
二
は
、
森
山
が
蔵
原
惟
人
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・

レ
ア
リ
ズ
ム
論
を
援
用
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
（2
（

。
森
山
の
こ
の
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
詩
論
は
、
階
級
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
反
映
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
叫
び
散
ら
す
よ
う
な
画
一
的
な
詩
か
ら
、
叙
事
的
な
要
素
を
取
り
入

れ
た
現
実
的
な
詩
へ
と
移
行
す
べ
き
と
主
張
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
反
映
と
し
て
、
「
あ
い
つ

0

0

0

安
ん
ぜ
よ
」
は
リ
ア
ル
な
活
動
家
の
心
理

を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
同
じ
第
二
期
の
作
品
と
し
て
「
怪
物
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

こ
の
詩
は
、
「
あ
い
つ

0

0

0

安
ん
ぜ
よ
」
と
は
ま
た
違
っ
た
作
風
の
変
化
を
感

じ
ら
れ
る
。

お
前
は
、
し
か
し
、
蛇
だ

数
千
万
の
尻
尾
が
あ
る

尻
尾
が
胴
に
な
る
！

頭
部
に
な
る
！

何
で
お
前
が
摧く

だ

か
れ
よ
う
か

若
き
日
本
の
共

×
×

×産
党
！

〔
中
略
〕

お
前
は
、
し
か
し
、
怪
木
だ

決
し
て
枯
れ
な
い
怪
木
だ

た
っ
た
一
つ
の
葉
の
あ
る
か
ぎ
り

葉
っ
ぱ
が
根
に
な
る
！

幹
に
な
る
！

ま
し
て
葉
っ
ぱ
は
幾
千
万
！

あ
ら
し
よ
、
吹
け

迫
害
よ
、
来
い

葉
っ
ぱ
が
根
に
な
る
！

幹
に
な
る
！

な
ん
で
お
前
が
枯
れ
よ
う
ぞ

若
き
日
本
の
共

×
×

×産
党
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
323
～
324
頁
）

　

右
の
引
用
で
は
、
「
若
き
日
本
の
共
産
党
」
を
「
蛇
」
や
「
怪
木
」
と

い
っ
た
生
物
や
植
物
に
喩
え
る
な
ど
、
表
現
上
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
た
と
え
ば
同
時
代
の
森
山
啓
の
詩
「
南
葛
労
働

者
」
な
ど
と
共
鳴
す
る
。

荒
川
は
南
葛
の
無
産
者
の

苦
悩
の
夜
を
流
れ
る
静
脈

荒
川
は
南
葛
の
労
働
者
の

奮
起
の
朝
に
波
立
つ
動
脈

〔
中
略
〕

見
ろ
！　

太
陽
を
浴
び
、
平
野
に
脈
う
つ
、
汝

お
ま
へ

荒
川
は
春
の
血
管

そ
し
て
河
畔
に
は
先
駆
者
の
種
子
は
発
芽
し
、
汝
荒
川
は
俺
達
の
動
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脈
！

鼓う

て
！　

黙
々
た
る
大
群
の
、
苦
悩
と
犯
行
の
心
臓
よ
り

脈
々
と
打
て
、
春
の
荒
川
よ

（
（2
（

！

　

こ
の
詩
で
は
、
渡
辺
政
之
輔
を
示
唆
す
る
人
物
が
南
葛
労
働
者
で
あ
っ

た
こ
と
に
触
れ
、
荒
川
が
「
労
働
者
」
の
「
静
脈
」
で
あ
り
「
動
脈
」

で
あ
る
と
暗
喩
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
叙
事
詩
の
中
に
抒
情
的
な
メ
タ

フ
ァ
ー
を
取
り
込
む
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
以
降

に
な
っ
て
、
労
働
者
ら
し
い
力
強
さ
が
な
く
、
共
産
党
も
闘
士
も
出
て
こ

な
い
と
い
っ
た
政
治
の
優
位
性
に
基
づ
く
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
森
山
や
中
野
重
治
は
、
詩
と
し
て
の
芸
術
性
を

尊
重
す
る
立
場
か
ら
反
駁
を
展
開
す
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に
こ
の
頃
に
こ

う
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い
た
。
小
林
園
夫
の
「
怪

物
」
は
、
そ
う
し
た
動
向
に
呼
応
す
る
詩
だ
っ
た
の
で
あ
る

四　

v
o
n
 „ i

c
h“

 
z
u
 „

w
i
r“

（
「
お
い
ら
」
か
ら
「
俺
達
」
へ
）

　
　

―
ド
イ
ツ
語
へ
のt

r
a
n
s
l
a
t
i
o
n
 
/
 
a
d
a
p
t
a
t
i
o
n

　

本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
小
林
園
夫
の
詩
は
、
戦
前
に
ド
イ

ツ
共
産
党
の
機
関
紙
『
ロ
ー
テ
・
フ
ァ
ー
ネ
』
へ
二
度
に
わ
た
り
掲
載
さ

れ
た
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
が
ド
イ
ツ
語
に
翻

訳
さ
れ
た
事
例
自
体
が
少
な
く
、
徳
永
直
の
『
太
陽
の
な
い
街
』
を
筆
頭

に
、
小
林
多
喜
二
の
『
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』
、
葉
山
嘉
樹
の
『
セ

メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
と
小
説
は
数
編
に
限
ら
れ
、
詩
に
至
っ
て
は
小

林
と
森
山
啓
の
詩
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い

（
（2
（

。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
わ
ず

か
二
作
品
で
あ
っ
て
も
、
小
林
の
詩
の
翻
訳
は
貴
重
な
分
析
対
象
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

小
林
の
二
つ
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
劇
作
家
で
俳
優
の
千
田
是
也
（
本
名
：

伊
藤
圀
夫
）
と
Ａ
Ｔ
Ｂ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
労
働
者
演
劇
同
盟
）
の
幹
部
の
一
人
で
あ
っ

た
ア
ル
フ
・
ラ
ダ
ッ
ツ
の
共
訳
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
た
。
千
田

は
、
ド
イ
ツ
共
産
党
入
党
後
、
工
場
新
聞
や
地
区
ニ
ュ
ー
ス
の
カ
ッ
ト
や

漫
画
を
描
き
、
支
部
発
行
の
ポ
ス
タ
ー
や
ビ
ラ
の
絵
、
さ
ら
に
は
メ
ー

デ
ー
や
反
戦
デ
ー
に
使
う
プ
ラ
カ
ー
ド
や
人
形
、
仮
装
の
デ
ザ
イ
ン
を
一

手
に
引
き
受
け
た
こ
と
が
好
評
を
博
し
、
中
央
機
関
紙
『
ロ
ー
テ
・
フ
ァ
ー

ネ
』
の
挿
絵
の
仕
事
ま
で
回
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え

て
、
自
身
が
翻
訳
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
回
想

し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
き
つ
か
け
で
、
こ
の
新
聞
の
文

フ
ュ
ー
エ
ト
ー

藝
欄
に
、
森
山
啓
氏
な
ど
、

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
の
作
品
を
翻
訳
し
て
、
挿
絵
入
り
で
載

せ
る
こ
と
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
／　

と
て
も
一
人
で
は
訳
せ
な
い

の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｂ
Ｄ
の
ア
ル
フ
・
ダ
ラ
ッ
ツ
君
を
相
棒
に
頼
ん
だ
。（
略
）

そ
れ
が
な
か
な
か
評
判
に
な
り
、
こ
れ
も
名
を
忘
れ
た
が
当
時
売
出

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
音
楽
家
が
そ
れ
に
作
曲
し
た
り
し
た
。
そ
れ
に
調

子
づ
い
て
、
も
う
二
つ
三
つ
の
詩
の
翻
訳
を
や
つ
て
い
る
中
に
、
今

度
は
小
説
を
や
つ
て
見
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
づ
手
な
ら
し
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に
芥
川
龍
之
介
の
『
南
京
の
基
督
』
を
や
つ
て
見
た
。
次
に
選
ば
れ

た
の
が
『
太
陽
の
無マ

マ

い
街
』
で
あ
る

（
（2
（

。

　

こ
の
「
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
の
作
品
」
の
一
部
こ
そ
が
、
小
林

園
夫
の
「
出
発
」
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
原
詩
と
翻
訳
と
を
見
比
べ
る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

　

ま
ず
、
「
出
発
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
三
重
大
学
の
広
報
誌

で
そ
の
特
徴
を
解
説
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
加
工
し
て
転

用
し
た
い
。
下
の
図
は
、
「
出
発
」
の
初
出
掲
載
ペ
ー
ジ
（
右
）
と
そ
の

ド
イ
ツ
語
訳
の
掲
載
面
（
左
）
を
視
覚
的
に
比
べ
た
も
の
で
あ
る
。
二
重

枠
で
囲
ん
だ
範
囲
が
「
出
発
」
の
全
文
な
の
だ
が
、
な
ぜ
か
ド
イ
ツ
語
訳

で
は
、
初
出
で
「
出
発
」
の
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
浅
野
純
一
の
「
五
月

一
日
の
工
場
で
」
の
一
部
も
続
け
て
訳
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
詩
が
合
体

し
て
一
つ
の
詩
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
出
発
」

を
意
味
す
る
「D

er  Aufbruch

」
で
は
な
く
「D

as  Verbotene
 Lied

（
禁

じ
ら
れ
た
歌
）
」
で
あ
り
、
こ
の
「
禁
じ
ら
れ
た
歌
」
と
い
う
の
は
、
小
林

で
は
な
く
む
し
ろ
浅
野
の
詩
に
含
ま
れ
て
い
る
要
素
か
ら
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
翻
訳
の
仕
方
に
つ
い
て
、
私
は
下
図
の
広
報
誌
に
お
い
て
は
、「
日

本
の
縦
書
き
二
段
組
み
の
読
み
方
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
起
き
た
誤
訳
」

で
あ
る
と
解
説
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
翻
訳
者
の

一
人
で
あ
る
千
田
是
也
が
そ
の
よ
う
な
誤
認
を
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

出典：『三重大Ｘ』Vol.37（2017 年 1 月）6頁
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つ
ま
り
、
意
図
的
に
異
な
る
詩
同
士
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
の
だ
。

　

別
人
の
詩
同
士
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
も
違
和
感
な
く
翻
訳
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
が
画
一
的
で

似
通
っ
た
要
素
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
証
左
に
も
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
、
前
節
で
論
じ
た
と
お
り
、
一
時
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
運
動
が
抱

え
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
翻
訳
に
よ
っ
て
生
じ
た
特
異
な

現
象
を
通
じ
て
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
性
質
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「D

er  H
ochofen

（
溶
鉱
炉
）
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩
」
の
翻
訳
を
検
証
し
た
い
。
こ
の
詩
の
翻
訳
の
特
徴
は
、

訳
出
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
多
く
存
在
し
、
要
約
的
に
意
訳
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
以
下
の
そ
の
全
文
の
比
較
を
掲
載
す
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
詩

	
D
e
r
 
H
o
c
h
o
f
e
n

こ
ん
畜
生
！

同
情
な
ん
か
し
ゃ
が
っ
て

て
め
え
は
何
だ

同
情
な
ん
か
し
て
貰
い
た
く
ね

え
や

俺
達
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

だ
！

Schw
eigt , ihr  D

um
m

köpfe .
W

er  redet  U
nsinn

?

W
enn

 
du

 
Zeit  

hast  
zu

 

plaudern
 

―

M
ach

'
 lieber  praktische

 

Arbeit .
Plakate  kleben

, Flugblätter  
schreiben

 und
 drucken

― 

う
る
せ
ぇ
っ
、
こ
ん
畜
生
！

下
ら
ね
え
こ
と
喋し

ゃ
べ舌

っ
て
る
な

あ　

ど
い
つ
だ

駄
弁
る
暇
が
あ
る
な
ら
仕
事
が

あ
る
ぞ
。

ピ
ケ
チ
ン
グ　

ビ
ラ
カ
キ　

謄

写
版
刷
り
…
…
…
…
…
…

な
に　

悲
憤
慷
慨
し
て
る
ん

だ
っ
て
？

バ
カ
野
郎
！

俺
達
は　

専
制
日
本
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
だ
ぞ
！

ね
む
る
ん
だ
ぞ　

ね
む
る
ん
だ

ぞ　

ね
む
っ
ち
ま
い
な

あ
っ　

い
て
え

ど
い
つ
だ　

厄
介
者
を
背
負
っ

て
来
や
が
っ
た
の
は

か
ゆ
く
て　

か
ゆ
く
て　

た
ま

ん
ね
え
ぞ

し
ら
み
だ
か
ら
い
い
が

人
間
の
し
ら
み
に
な
っ
ち
ゃ
い

け
ね
え
ぞ

俺
達
の
間
に
こ
っ
そ
り
も
ぐ
り

込
み
あ
が
っ
て

―　

―

W
ir  sind

 Proletarier  im
 

absolutistischen
 Japan

.

M
üde ! Ich

 m
öchte  schlafen

.

W
ir
 

sind
 

nicht  
hierher  

gekom
m

en
,
 um

 die
 Zeit  

zu
 vertrödeln

.

W
ir  sind

 gekom
m

en
,
 zu

 

helfen
,
 zu

 käm
pfen

 

―

Selbstverständlich
!

D
er  bis  an

 den
 H

im
m

el  
brennende

 H
ochofen

.

D
er

 
den

 
N

achthim
m

el  
rot  färbende

 H
ochofen

―

D
arin

 
brodelt  

unsere  
G

lut , 
D

as  ihr  ausgepreßt  habt .
Das  Blut  kochenden

 Zornes , 
unserer  wilden

 Em
pörung

.

W
art '

 nur  

―

W
ir  gießen

 diese
 Flam

m
e
 

in
 ihre

 fetten
 G

esichter .
In
 der  Zeit , in

 der  sie  gebeugt
U

nd
 w

ir  siegreich
 find

 

―

『フェンスレス』オンライン版 第6号(2022/09/20発行) 
占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



107107

日
本
語
へ
の
戻
し
訳

（
（2
（

フ
ラ
フ
ラ
野
郎
を
さ
ら
っ
て
い

き
や
が
る

こ
ん
畜
生　

人
の
生
血
を
吸
い

や
が
っ
て

ざ
ま
あ
見
や
が
れ

あ
あ
ね
む
て
え
！　

ね
る
ぞ

俺
達
は
暇
つ
ぶ
し
に
こ
こ
に
来

た
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
。

俺
達
は
応
援
に
来
た
ん
だ
ぞ

俺
達
は
俺
達
の
戦
場
に
来
た
ん

だ
ぞ

わ
か
っ
て
る
ん
だ
っ
て
？

返
事
を
す
る
暇
に
ね
む
っ
ち
ま

い
な

明
日
の
朝
は
叩
き
起
こ
し
て
呉

れ
る

炎
々
天
を
焦
が
す
溶
鉱
炉

曇
天
の
夜
空
を
真
赤
に
そ
め
る

溶
鉱
炉

―
ハ
ナ
チ
ョ
コ
詩
人
は　

お

お　

と
溜
息
を
吐
き
ゃ
あ

が
っ
た

―

あ
れ
こ
そ　

俺
達
の
心
臓
か
ら

絞
り
と
ら
れ
た
血
の
釜
だ

煮
え
く
り
返
る
憤
怒
と
反
逆
の

血
だ

今
に
見
ろ　

今
に
見
ろ　

今
に

見
ろ
！

あ
の
炉
を　

こ
の
血
を

奴
等
の
油
ぎ
っ
た
面
に
ぶ
ち
か

け
て
く
れ
る

奴
等
が
屈
服
し　

へ
い
つ
く
ば

い

お
い
ら
が
勝
利
す
る
時

そ
の
時
こ
そ　

俺
達
の
溶
鉱
炉

だ

す
ば
ら
し
く　

今
に
も
ま
し
て

照
り
か
え
る
溶
鉱
炉
だ

俺
達
の
血
だ　

勝
利
に　

歓
喜

に　

煮
え
く
り
返
る
血
だ

未
来
の
世
界
の
光
栄
の
色
だ

こ
ん
畜
生
！　

溶
鉱
炉
め
ッ

俺
達
は
や
る
ぞ　

死
ぬ
ま
で
や

る
ぞ　
　
　

（
319
～
320
頁
）

D
a
 w

ird
 der  H

ochofen
 unsere  

Sache
 sein

.

H
errlicher  als  jetzt  w

ird
 der

 H
ochofen

 leuchten
.

D
arin

 
w

ird
 

unser
 

B
lut  

rauschen
 von

 Sieg
 und

 

Freude
U

nd
 

F
lam

m
en

,
 

in
 

der  
Farbe

 der  Zukunft .
う
る
せ
ぇ
っ
、
ば
か
野
郎
。

誰
が
下
ら
ね
え
こ
と
喋
舌
っ
て

る
ん
だ
？

駄
弁
る
暇
が
あ
る
な
ら
…
…

ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
し
ろ
。

ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
ビ
ラ
書
き
と

印
刷

俺
達
は
専
制
君
主
制
日
本
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
ぞ
。

ね
む
て
え
！　

ね
た
い
。

俺
達
は
暇
つ
ぶ
し
に
こ
こ
に
来

た
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
。

俺
達
は
応
援
し
に
、
戦
い
に
来

た
ん
だ
ぞ
…
…

も
ち
ろ
ん
だ
と
も
！

天
に
向
か
っ
て
燃
え
る
溶
鉱
炉
。

夜
空
を
赤
く
そ
め
る
溶
鉱
炉
…
…

お
前
が
搾
り
と
っ
た
俺
達
の
火
は

そ
の
中
で
煮
え
く
り
返
る
。

煮
え
く
り
返
る
憤
怒
と
俺
達
の
激

し
い
反
逆
の
血
。

今
に
見
ろ
…
…

俺
達
は
こ
の
炎
を
奴
等
の
油
ぎ
っ

た
面
に
ぶ
ち
か
け
て
く
れ
る
。

奴
等
が
屈
服
し

俺
達
が
勝
利
を
収
め
た
時
…
…

溶
鉱
炉
は
俺
達
の
物
と
な
る
。

溶
鉱
炉
は
今
に
も
ま
し
て
す
ば
ら

し
く
輝
く
だ
ろ
う
。

そ
の
中
で
俺
達
の
血
は
勝
利
と
歓

喜
に
よ
り
ふ
つ
ふ
つ
と
流
れ

そ
し
て
炎
は
、
未
来
の
色
と
な
る

だ
ろ
う
。
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先
述
し
た
要
約
的
な
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
圧
倒
的
に
訳
文
の
分
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
視
化
す
る
た
め
に
、
ド

イ
ツ
語
訳
の
第
一
連
の
該
当
部
分
を
傍
線
、
第
二
連
を
二
重
傍
線
、
第
三

連
を
波
線
と
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
詩
の
同
じ
箇
所
に
同
種
の
線
を
引
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
詩
の
後
半
分
は
ほ
ぼ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

前
半
分
は
大
幅
に
省
略
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
、
原
詩
の
最
終
連
の
「
お
い
ら
」
が
、
ド
イ

ツ
語
で
は
「w

ir

（
俺
達
）
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
前

節
で
論
じ
た
と
お
り
、
小
林
園
夫
の
第
一
期
な
い
し
初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
詩
に
は
、
階
級
的
自
覚
の
有
無
に
よ
る
自
己
と
他
者
の
対
比
を
「
俺
達
」

と
い
っ
た
複
数
形
で
包
括
す
る
こ
と
で
仲
間
意
識
を
喚
起
し
、
「
奴
等
」

と
い
っ
た
敵
と
対
峙
さ
せ
る
図
式
的
な
構
造
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
翻
訳
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
「Sieg

（
勝
利
）
」
を
「ich
（
お
い
ら
）
」
と

い
う
個
人
の
活
動
に
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
「w

ir

（
俺
達
）
」
と
い
う
集

団
に
よ
っ
て
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
意
訳
な
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
小
林
園
夫
の
詩
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
研
究
の
動
機
を
述
べ
た
上
で
、
小
林
（
平
川
義
男
）
の
伝
記

を
補
足
し
、
同
時
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
と
の
相
関
関
係
、
ド
イ
ツ
語
訳

の
特
徴
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
小
林
の
詩
の
再
評
価
を
試
み
た
。
小
林
は

雑
誌
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
や
『
戦
旗
』
誌
上
で
無
名
の
投
稿
詩
人

な
が
ら
有
力
な
新
人
と
し
て
左
翼
文
壇
に
お
け
る
知
名
度
を
上
げ
な
が
ら
も
、

無
産
青
年
同
盟
の
再
建
活
動
の
中
で
度
重
な
る
拘
留
を
受
け
、
つ
い
に
絶
筆

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
小
林
の
書
い
た
詩
は
、
図
式
的
な
同
時
代

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
と
似
た
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
も
の
の
、
個
人
の
弱
さ

や
葛
藤
を
叙
情
的
に
描
い
た
点
に
お
い
て
、
他
の
詩
と
は
差
異
化
で
き
る
側

面
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
彼
自
身
も
お
そ
ら
く
知
る
こ
と
の
な
か
っ

た
ド
イ
ツ
語
訳
の
詩
に
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
画
一
性
を
利
用
し

た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
大
衆
を
喚
起
す
る
た
め
の
原
詩
と
は

異
な
る
意
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
小
林
園
夫
は
、
一
時
期
は
身
元
す
ら
不
明
で
あ
っ

た
無
名
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
詩
は
世
代
を
超
え
て
何
度
も
読
み
継
が
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
詩
は
、
同
時
代
の
文
化
運
動
の
雰
囲
気
を
織
り
込

ん
だ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
分
析
す
る
価
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
意
訳
に
つ
い
て
は
、
国
家
間
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運

動
の
差
異
や
共
時
性
を
象
徴
す
る
特
異
な
現
象
と
し
て
、
今
後
も
敷
衍
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

小
林
園
夫
こ
と
平
川
義
男
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
今
年
（
二
〇
二
二
年
）
で

五
〇
年
を
迎
え
る
。
山
岸
一
章
が
行
っ
た
よ
う
に
、
私
の
こ
の
論
考
も
、
小

林
の
没
後
五
〇
年
目
に
刻
ま
れ
る
墓
碑
銘
と
し
た
い
。

注
（
1
）　

K
o
b
a
y
a
s
h
i
,
 
S
o
n
o
o
,
 
D
a
s
 
v
e
r
b
o
t
e
n
e
 
L
i
e
d
,
 
i
n
 
R
o
t
e
 
F
a
h
n
e
,
 

1
3
(
4
0
)
,
1
6
 
F
e
b
.
1
9
3
0
.

『フェンスレス』オンライン版 第6号(2022/09/20発行) 
占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



109109

（
２
）　

K
o
b
a
y
a
s
h
i
,
 
S
o
n
o
o
,
 
D
e
r
 
H
o
c
h
o
f
e
n
,
 
i
n
 
R
o
t
e
 
F
a
h
n
e
,
 
1
4
(
7
9
)
,
3
 

A
p
r
.
 
1
9
3
1
.

（
３
）　

山
岸
一
章
「
詩
の
中
の
あ
い
つ
」
（
『
墓
碑
銘
』
汐
文
社
、
一
九
七
四
年
）

198
～
199
頁
。
初
出
は
『
民
主
文
学
』
一
九
七
一
年
一
月
号
。

（
４
）
さ
ら
に
、
次
号
の
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
藝
術
』
（
一
巻
六
号
、
一
九
二
七
年

一
二
月
）
に
お
い
て
も
、
南
部
長
三
「
「
プ
ロ
藝
」
に
載
せ
ら
れ
た
詩
」
の

末
尾
で
、
「
詩
編
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
の
作
者
の
住
所
姓
名
を
編
輯
部
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
」
（
44
頁
）
と
わ
ざ
わ
ざ
附
記
さ
れ
て
い
た
。

（
５
）　

W
e
b

サ
イ
ト
『
和
田
崇
研
究
室
』
に
て
公
開
し
て
い
る
。h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.

c
c
.
m
i
e
-
u
.
a
c
.
j
p
/
~
w
a
d
a
t
a
k
a
/

（
６
）　

実
際
に
『
無
産
者
新
聞
』
の
紙
面
を
確
認
す
る
と
詩
の
掲
載
幅
が
小
さ
く
、

今
日
的
な
感
覚
で
言
え
ば
、
雑
誌
に
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
方

が
格
式
が
高
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
当
時
の
感
覚
で
言
え
ば
、
日
本
共
産
党
直

属
の
合
法
機
関
紙
で
あ
る
『
無
産
者
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
、

左
翼
青
年
た
ち
に
と
っ
て
は
価
値
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）　

た
だ
し
、
一
九
三
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
江
口
渙
・
貴
司
山
治
編
『
戦
旗
36

人
集
』
（
改
造
社
）
に
「
あ
い
つ

0

0

0

安
ぜ
よ
」
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

二
〇
一
三
年
八
月
一
六
日
登
録
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
六
日
更
新　

h
t
t
p
s
:
/
/
c
a
t
a
l
o
g
.
l
i
b
.
k
y
u
s
h
u
-
u
.
a
c
.
j
p
/
o
p
a
c
_
d
e
t
a
i
l
_
m
d
/
?
l
a
n
g
=
0

&
a
m
o
d
e
=
M
D
8
1
7
&
b
i
b
i
d
=
4
4
1
8
2
9

（
９
） 

『
麻
布
鳥
居
坂
警
察
署
誌
』
（
麻
布
鳥
居
坂
警
察
署
、
一
九
三
一
年
）
に
は
、

「
新
無
産
青
年
同
盟
準
備
会
は
平
川
義
男
（
別
名
―
―
大
津
義
男
）
当
時

二
十
八
年
を
始
め
滝
川
恵
吉
、
小
宮
幸
造
、
松
原
カ
メ
子
等
數
人
に
依
り
昭

和
二
年
七
月
頃
北
新
門
前
町
三
番
地
を
本
部
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
彼
等
一

味
は
此
処
を
根
拠
と
し
て
潜
行
的
飛
躍
の
中
に
日
本
全
国
に
亘
つ
て
、
各
班

を
設
置
し
宣
伝
網
を
敷
き
、
左
翼
無
産
運
動
を
促
進
し
つ
ヽ
あ
つ
た
。
其
機

関
紙
と
し
て
無
産
青
年
新
聞
を
発
行
し
其
購
読
者
は
北
海
道
か
ら
九
州
に

ま
で
も
及
び
、
当
時
争
議
中
の
東
電
、
沖
電
気
、
芝
浦
工
場
に
ア
ヂ
・
ビ
ラ

を
散
布
し
、
過
激
な
言
辞
を
弄
し
て
、
争
議
団
の
気
勢
を
煽
つ
て
ゐ
た
」

（
48
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
斎
藤
勇
『
日
本
共
産
主
義
青
年
運
動
史
』

（
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
に
も
、
一
九
二
八
年
「
六
日
、
第
一
号
の
合

法
機
関
紙
『
無
産
青
年
』（
編
集
発
行
兼
印
刷
人
平
川
義
雄
、
定
価
一
部
五
銭
、

四
ペ
ー
ジ
建
、
五
日
・
二
〇
日
発
行
予
定
）
を
発
行
し
た
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
「
義
男
」
の
表
記
は
文
献
に
よ
っ
て
「
義
雄
」
や
「
義
夫
」
と
い
っ
た

揺
ら
ぎ
が
あ
る
も
の
の
、
平
川
が
新
人
会
演
劇
部
で
使
っ
て
い
た
の
と
同
じ

「
大
津
」
の
偽
名
を
用
い
て
、
無
産
青
年
同
盟
の
再
建
運
動
の
中
心
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

（
10
）　

芸
術
大
衆
化
論
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
蟹
工
船
』
の
読
め
な
い
労
働

者
：
貴
司
山
治
と
徳
永
直
の
芸
術
大
衆
化
論
の
位
相
」
（
『
立
命
館
文
學
』

六
一
四
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
11
）　

小
林
園
夫
の
詩
の
引
用
は
す
べ
て
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
・
38
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
㈠
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
っ
て
お
り
、

引
用
文
末
の
ペ
ー
ジ
番
号
は
同
書
の
掲
載
ペ
ー
ジ
を
指
す
。

（
12
）　

同
・
注
３
、
196
頁
。

（
13
） 

「
不
在
地
主
」
の
序
文
。
初
出
は
『
中
央
公
論
』
一
九
二
九
年
一
一

月
号
。
引
用
は
『
小
林
多
喜
二
全
集 

第
二
巻
』
新
装
版
第
五
刷
（
新
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日
本
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
366
頁
に
よ
る
。

（
14
）
注
10
の
拙
稿
を
参
照
。

（
15
）
「
所
謂
社
会
主
義
文
藝
を
克
服
せ
よ
」
（
『
無
産
者
新
聞
』
六
八
号
、

一
九
二
七
年
二
月
五
日
、
四
面
）

（
16
）
「
ロ
シ
ア
革
命
十
周
年
記
念
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
に
つ
い
でマ

マ

」
（
『
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
』
一
九
二
七
年
一
二
月
号
）
45
頁
。

（
17
）
初
出
（
『
前
衛
』
一
九
二
八
年
四
月
号
）
56
～
57
頁
よ
り
引
用
。

（
18
）
「
文
藝
に
表
は
れ
た
る
戦
争
反
対
論
」
（
『
出
版
警
察
報
』
一
号
、

一
九
三
八
年
一
〇
月
）
11
～
12
頁
。

（
19
）
金
熈
明
「
二
月
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
（
『
前
衛
』
一
九
二
八
年

三
月
号
）
91
頁
。

（
20
）
同
・
注
３
、
197
頁
。

（
21
）
初
出
（
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
六
月
号
）
54
頁
よ
り
引
用
。

（
22
）
森
山
啓
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
就
い
て
」
（
『
戦
旗
』
一
九
二
八
年

二
月
号
）
26
～
28
頁
。

（
23
）
祖
父
江
昭
二
「
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
」
お
ぼ
え
書
き
―
―
二
，
三
の

特
徴
と
そ
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
（
『
文
学
』
五
三
巻
一
号
、

一
九
八
五
年
一
月
）
87
～
88
頁
。

（
24
）
森
山
啓
「
南
葛
労
働
者
」
（
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
二
月
号
）
110
～

111
頁
。

（
25
）
詳
し
く
は
、
拙
編
『
戦
前
期
ド
イ
ツ
の
雑
誌
・
新
聞
に
お
け
る
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
関
連
記
事
目
録
』
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
c
.

m
i
e
-
u
.
a
c
.
j
p
/
~
w
a
d
a
t
a
k
a
/
I
n
d
e
x
A
_
2
e
d
.
p
d
f

）
を
参
照
。

（
26
）
千
田
是
也
『
傍
白
』
（
早
川
書
房
、
一
九
五
三
年
）
61
頁
。

（
27
）
引
用
者
に
よ
り
、
な
る
べ
く
日
本
語
の
原
詩
に
近
づ
け
て
訳
し
た
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
・
課
題
番
号

1
9
K
1
3
0
5
3

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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